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現代ギリシア語の有声閉鎖音について

鈴木博之

1 はじめに

現代ギリシア語では、古典期には閉鎖音であったs，y， oが単独では摩擦音化し、
それぞれ[v，y，δ]と発音されている。そして現代の正書法では、有声閉鎖音を表記

するために語頭ではμ1t-， YX-， Vt-，語中では・凶・/・仰・，-yy-/-yx・， -vo-/-vτ・で示
されるように、 yを除き1つづり字上鼻音字を用いるようになった。また、その鼻

音字が単なる書記上の記号でなく 1個の音として発音されたり、前鼻音化して発

音されたりもする (T~Lτと仏市 20∞，Holton 1997)。さらに語中では、常に有声閉鎖

音は鼻音に後続する位置にしか現れないとも言われているに fe:ωpytou(2∞0)で

は、このようなつづり字と発音の対応しない例について「正しい発音」を示して

いるが、語頭では完全な有声閉鎖音を、語中では有声閉鎖音のみの発音となる例

を除いて鼻音+有声閉鎖音になるという発音を支持している。

本論文では、このような状況にある現代ギリシア語の有声閉鎖音の音声的な性

質について実際のギリシア語の音声資料に基づいて、特に鼻音の出現について考

察するヘ

2 つづり字と一般的な発音

以下に問題となるつづり字と実際の発音との関係を、基底形の概念を用いて示す。

2.1 語頭の場合

語頭では「鼻音+閉鎖音Jという連続は許されないので、つづり字仰:-， yχ，-， vτ・

が基本的に [b，g， d]に対応するが、実際は以下の異音が現れる。

語頭では3種とも完全有声ぺ鼻音先行人半有声6の3つの異音が存在する。
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つづり字 発音記号

ドπ・ [b， mb，早b]

yx- [g， IJg， Og] 

yt- [d， nd，哩d]

それぞれは多く発話速度に依存し、語実的、地域的差異ではなく、話者個人の

特徴でもない。遅く丁寧に発音されるほど完全な有声音になる傾向がある。

語頭において鼻音が閉鎖音に先行する場合、語中よりもはるかに短く発音され、

確実に認識するためには注意深い聞き分けが要求される。半有声とは、正確には

閉鎖音に先行する弱い鼻音の無声化であると考えられ、非常に無声の部分が少な

い。そのためこのような音声について言及している文献は数少ない。

2.2 語中の場合

語中では語頭よりも複雑な分布をなす7。有声閉鎖音を含む音声を表すつづり字

には、基本的に-凶・/-μπ・，-yy-/-yx-， -vo・/-Vt・の各2種ずつある。それぞれ調音点
ごとに rl鼻音1+1有声閉鎖音IJの基底形を有し、以下のような異音が現れる。

つづり字 基底形 発音記号 バリエーション*

-μs-/・μπ・ IrnI+1b1 [mb， mb， b] -μ中ー，1凶'+IbI+hJ，トmbz-，-m~s-]** 

-rr-/-yx・ InI+lgI [IJg， g， IJg] -yc-，lnI+lgI+lzI， [-IJgz・，-IJgs-]帥

-vふ/-Vt- InI+ldI [nd， nd， d] 

ここで基底形の音声実現について、加I+lblを例に述べる。

1. [-mb-] 

「完全鼻音+完全有声閉鎖音Jの連続になる。本来的なギリシア語の語桑お

よびその要素からなる語形成、借用語に多く確認される。

2. [-皿b-]

弱い鼻音が完全有声閉鎖音に先行する。出現環境は現在のところ簡単には言

及できないが、 [-mb-]の実現を持つ語集の異音として現れうる。

3. [-b-] 

鼻音が脱落し、完全有声閉鎖音のみになる。最近の外来語のいくらかは、こ

の音声実現のみである。それ以外の語葉でも、発話速度が速い場合に確認さ

れる。
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また、派生語の中には本来のギリシア語であっても条件によっては鼻音を伴わな

いものもある人 -yy-は特徴的なことに、通常は[-IJg-]であるか鼻音が完全に脱落

するかのどちらかで、鼻音が先行することは話者の個人差であることが多い。よっ

て先行鼻音を含む異音はボ件/・仰・と・V'&-/-Vτ・に比較的多く現れることとなる。

以上のことを踏まえたうえで呉音の出現傾向を述べるなら、ギリシア語の本来

語において語中における呉音で最も多く聞かれるものは「鼻音+有声閉鎖音』の

組み合わせである。外来語の場合は、起源的に鼻音字と閉鎖音字の両方を持つ語

(ex. ltαyte:AOVL <イタリア語p叩 talone)はこのように発音されて当然であろうが、

実際は前鼻音化した異音の出現が確認される。また、 1個の有声閉鎖音を表すた

めに鼻音字を用いて表記された語(ex.στOUV"tLO<イタリア語studio)では、鼻音は

多く前鼻音化要素として発音され、時には脱落する。しかし場合によっては完全

な1つの子音としてとらえられ、はっきりと発音されることもある。

その次に多く聞かれるものが先行鼻音が付加されたもので、鼻音は閉鎖音の調

音前に軽く挿入される程度である。また、一切鼻音を読まない場合については、特

定の外来語(ex.slyte:o < video)に安定して見られる一方、ギリシア語本来の諮桑

でも十分に出現しうる。

また、特定の語桑(ex.χoμπαvlcx<イタリア語comp佃 i色町"tEvcx<イタリア

語antenna)において、 -μπ・， -yt・では鼻音+無声閉鎖音[-mp-，-nt-]が現れること

があるほか、鼻音字の次に形態素境界が来るギリシア語本来の語葉の中の・ド.s-，

-v'&-は鼻音+有声摩擦音[・勾V-，-同・]と分けて発音される傾向が強い(lICXlt似 ωv-

mατlvou 1979， Ivστ目ouτoNe:Oe:AATjVLχφvEπou8φv 1996)。このような例として

は、 σuvsαlVCXL， Ev1)e:xαなどがある。

2.3 その他の場合

以上のように、明らかにつづり字として現れる有声閉鎖音以外に、語実内部で

はなく、句、文単位でまとまる場合にも次のように有声閉鎖音が出現する。

-τov， o"tTjvなどの冠詞、前置詞+χ:-，lt-，τ・， c-，中-

このような場合、実際は無声音であるはずの語頭が有声化する。多く半有声

となるが、それは本来の語頭の音が十分同化していないためである。変化が

起きない場合もある。ただし、松本(1988)のように音韻上鼻音の後では常に

有声閉鎖音が現れるという見方もあるが9、個人差があり完全有声や半有声

もあれば無声のままのこともある。

例:YLα"tTjvxcxAωOUV可，σ吋vπαve:πtσ"tTjμlou，"tTjv xo1tEAcx，τov cEvo， 1)e:v 中ωvl~ω
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re:wpylou(2α氾)は、いずれにしても語と語の連続が冠詞類など無アクセント語
末-v+無声閉鎖音ならば、無声閉鎖音が有声化することを推奨している。

3 ギリシア語における「鼻音+有声閉鎖音Jの解釈

3.1 前鼻音または前鼻音化について

鼻音が閉鎖音の直前に軽く挿入される現象を前鼻音化というが、それが何を表

すものなのか定義しておく。前鼻音を持つ言語としては、アフリカの諸言語特に

パントゥー諸語などが知られているが、それらの言語で前鼻音か通常の鼻音+閉

鎖音の連続かを分けるのは鼻音の長さによるとされ、前鼻音というのはその持続

時間が極端に短いといわれている。それとともに、語中においては鼻音と有声閉

鎖音の聞が音節の境界として分割できるかどうかも議論されるところである。た

とえばスワヒリ語では、有声閉鎖音と前鼻音化有声閉鎖音とは音素として対立す

る要素で、前鼻音が現れる場合は有声閉鎖音の一部をなすので、両者の聞を分か

つことはできないと考えられる (Ohly1998)。

以上のことから、ここでは後続する有声閉鎖音の調音の開放前に、閉鎖音に従属

する形で各調音点における鼻音相当音がわずかに挿入される現象を前鼻音とする。

なお、ギリシア語における前鼻音の出現に言及している文献には、 Holton(1997) 

がある。

3.2 音声調査とその結果

ここから実際に音声調査を行った結果とその解釈を示す。使用した音声素材は

いずれも学習者用の録音テープで、初級用の荒木(2∞1)、木戸(2∞'2)、初中級用の
荒木(1990)、Kedra-Blayo(1996)、中上級用の.d.Tjf.lTj'tpa.(1989)を用いた。また、正

音法に従った発音の録音が付属しているre:ωpylou(2∞0)の音声資料についても、
例語を補うために参考にした。なお、調査できた語実は次節でまとめて挙げる。

3.2.1 語頭の場合

前述のように現代ギリシア語では、本来的に語頭に有声閉鎖音が立たないよう

に音変化を起こしているが、語頭音節の脱落や外来語の流入によってつづり字上

鼻音字から始まり有声閉鎖音として発音される語集が相当数存在する。これらの

語実において、純粋な有声閉鎖音だけでなく鼻音が作用する場合すなわち前鼻音

化有声閉鎖音として現れる場合もあり、実際にどのような発話環境で現れるか、以

下のような分類ができた。
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1.第1音節アクセント語の場合

先述のすべての異音がありうるが完全有声であることが多く、先行鼻音の無

声化現象はごく少数のみに確認できた。

2.第2音節アクセント語の場合

先述のすべての異音があり、かつ平均して分布しているので分けて述べる。

(a)完全有声閉鎖音

この音声で実現されるのは、ゆっくりした発話時であるか個人差による

可能性が高い。前者は統計的推測であり、後者はさらに多くの資料に当

たる必要がある。また、比較的新しい外来語の場合はほとんどこの音声

で実現されていることも確認した。

(b)前鼻音化有声閉鎖音

通常の発話速度の場合、この音声がよく聞かれる。鼻音はほとんど聞こ

えない程度の短さであるが、確認は可能である。

(c)無声前鼻音化有声閉鎖音

前者と並び、通常の発話速度ならばよく聞かれる。こちらのほうが今回

の調査内では出現する数が多かった。単純な半有声閉鎖音と似ているが

やはりまったく違う音質を持っている。

3.第3音節以降にアクセントのある語の場合

第2音節アクセント語の場合での完全有声閉鎖音の出現条件を除けば、ほと

んどが無声前鼻音化有声閉鎖音で実現される。有声性が失われつつある傾向

が確認できた。すなわち、この場合の前鼻音は無声で持続する時聞が上の場

合よりほんの少し長い。

この結果は、アクセント位置が実際の有声閉鎖音の音声に影響を与えているこ

とを明示的に表している。ギリシア語における語頭での鼻音の出現は、理論的側

面からすべて前鼻音とみなさねばならず¥0、実際音声的にも前鼻音と呼ぶにふさ

わしい音声的性質を持っていることが言える。

3ム2 語中の場合

語中においては、一部の外来語(ex.ωτ(0<イタリア語addio)を除きほぽ鼻音

が現れることが確認されている。どのような環境にある有芦閉鎖音の前で鼻音が

確実に発音されたり軽く発音されたりするのかについて、以下のような分類がで

きた。
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1.ギリシア語本来の語集(古典期からある)の場合

(a)アクセントが落ちる音節にある場合

発話速度がゆっくりならば、ほとんどの例で音節境界がはっきりするほ

ど鼻音と有声閉鎖音とが連続して聞こえる。通常の発話速度のときは、

話者によって鼻音を完全に保つ場合と前鼻音を添える場合とに分かれ

る。鼻音が聞こえない例は確認されなかった。

(b)先行の音節にアクセントが落ちる場合

ほぽ音節境界が分かるほど鼻音と有声閉鎖音とが連続して聞こえる。発

話速度が上がるにつれて前鼻音化する傾向があるが、完全に前鼻音と呼

べるほど短くならず、一定の長さは保持されることが多い。語葉によっ

て鼻音が脱落するものも存在する (ex.τp~&V'tα)。

(c)アクセントが1つ後ろの音節にある場合

発話速度がゆっくりならば、かなりの例で音節境界がはっきりするほど

鼻音と有声閉鎖音とが連続して聞こえる。しかし少々長めの前鼻音とし

て発音する話者もいる。発話速度が上がるにつれて前鼻音化する傾向が

強い。時には鼻音そのものが脱落することもありうる(ex.m:Vtαχ6σLO~)o 

(d)アクセントが2音節以上後ろにある場合

発話速度がゆっくりならば、かなりの例で音節境界がはっきりするほど

鼻音と有声閉鎖音とが連続して聞こえる。その場合を少々長めの前鼻音

として発音する話者もいるが、語棄によっては完全に鼻音が脱落する場

合がある。発話速度が速ければほとんどの例で前鼻音化または鼻音が脱

落するが、話者によっては鼻音として保つ場合もある。

2.古くからの借用語の場合

語実によって鼻音を読まないものが存在する(ex.μmμπ仇)。以下ではそれ

以外について述べる。

(a)アクセシトが落ちる音節にある場合

上述1・(a)の場合とほぼ同様だが、早く話される場合に鼻音が脱落する

ものがある。

(b)先行の音節にアクセントが落ちる場合

上述1・(b)の場合とほぼ同様だが、借用元が鼻音+有声閉鎖音ならばそ

れを維持することが多い(ex.Ouyypoc)。
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(c)後続の音節にアクセントが落ちる場合

上述1・(c)の場合とほぼ同様だが、ほとんど借用元の発音を維持する。

3.最近の外来語の場合

借用元の言語における発音を維持する場合が多い。すなわち、完全有声閉鎖

音か鼻音+完全有声閉鎖音または鼻音+完全無声閉鎖音のいずれかである。

以上のように語中にある場合では、語集の由来が関わっていることがいえる11

特に最近入った外来語の場合は目立ち、つづりにおいて鼻音字が単なる記号とし

て解釈されていることが分かる。そして語頭の場合と同様に、多少なりともアク

セントの関わりを認めることができるといえる。

また、発話速度がゆっくりの場合は、アクセントに関わらず多く鼻音+有声閉

鎖音が現れる。これは有声閉鎖音が鼻音の後にしか現れないという、最も基本的

な状態であり、丁寧な発音はそれを実現する。しかし通常の速度であれば、アク

セントの影響も入って異音が出現しうるが、語棄による制限が加わる。

以上の調査結果が示すことは、ギリシア語における有声閉鎖音の異音の分布を

アクセント位置、発話速度および語源の観点から分類できることである。用いた

音声資料はいずれも丁寧な発音と通常の会話における発音とが分けられて録音さ

れており、その点を利用して速さの側面から音声的差異を観察した。確かにこの

ような音声資料では「作られた発音Jになってしまい、自然な発音でないという

ことが指摘されるが、発話速度をはかるには適当な資料であると考える。

4 実例

先にまとめた事柄について、音声資料で調査できた実際の諮葉を挙げる12。願

序は前章のものと対応させてある。語末に*がついた語はfe:wpylou(2αゆ)による。

α.有声閉鎖音が語頭の場合

1.第1音節アクセント語の場合

μπαlvω，μπ&.vm，μπ&'Aa，μπ可χατe:， μπAEχoμαL，μπp&.so，yχαと， yχplr;o号， yxe-

ドLa*，vtlvω， vτou屯， vt&.ALa*， v'tlr;e:A*， v't品μt，χwa.

2.第2音節アクセント語の場合

ドπαχ&.ALχ0，μπ品χ6VL，μπ叩π&c，仰e:pvtec，ドπOUX&.AL，μπopφ，ド1tpO<Tt&.，yxαp-

a6v， yχpe:v&.*， yxαr;or;α*， v'toμ4τα， vτouA&'m， V'tpOπ時， vτouAcIτα，χ.ci. 
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3.第3音節以降にアクセントのある語の場合

μπαtαp(cx，μ1tEplie:μevoc:;， YXOLω(e:c:;， yχαpaOVLEpcx*， vte:ALXcXτOc:;*， χふ

~.有声閉鎖音が語中の場合

1.ギリシア語本来の語奨(古典期からある)の場合

(a)アクセントが落ちる音節にある場合

χOUfL1t(， Yαμsp6c， XOAUfLsφ，αvτ匂ωσ7)，。叩πφvw*，αyxφvα♂， 1tCXVτou， 

πα¥!-'te:Ue:L， e:V'tcXI;;L，χ.&. 

(b)先行の音節にアクセントが落ちる場合

χoMμπL， AcXμπω，時Aπω*，cXyye:AOC:;，σπ:6yyoc:;， cXyxupcx*，χEvtpo，τpLcXVτα， 

cXvlipoc:;， IiEvlipo， cXvτpαc:;*， cpωv7)Evτωv*，χ.cX. 

(c)アクセントが1つ後ろの音節にある場合

σuμπA7)Pφσ'te:， a7)μαvτLx6包， e:fLπe:Lp(α*σuyγvφμ7)， συyye:ve;(c:;，παpα.yye:・

Ale:c:;， σUVτα.yEc:;， XCXAOVτLμEvo包， παvτPE:fLEvoc:;， cpαvτcxa(cx，χovtw6'te:po， 

X.cX. 

(d)アクセントが2音節以上後ろにある場合

oAU仰はXO(，au問αS7)'tLx6c:;，開α.yye:AfLcxτLχo，e:yxατcxa'tcXae:lζ， auyXOLV(か

v(α*， e:VτuπωσLcXae:τe:， αvτtドe:'tωπlとe:L，αvταμOL附*χ.cX.

2.古くからの借用語の場合

(a)アクセントが落ちる音節にある場合

μπαμπa.c:;，μπEμπt*，μπe:pvtec:;， x.a.. 

(b)先行の音節にアクセントが落ちる場合

AcifL1tCX， ~e:1t'tÉfLßpLOC:;， NOEfLspLOC:;， OuyypOC:;， a'tOUV'tLO， X.cX. 
(c)後続の音節にアクセントが落ちる場合

παV'te:A6VL， KωvσtαV'tLVOUπOA7)，χ.cX. 

3.最近の外来語の場合

(a)完全有声閉鎖音

τoυp~.I.1t(Vα， 'tαμ1teAAcx*，τ叩πou*，yXOAcp*， s(Vτe:0，ωτ(0， fLov'tepvoc:;*， 

X.<I. 

(b)鼻音+完全有声閉鎖音~前鼻音化有声閉鎖音

ドπ叩πou*，pαv'te:sou， se:pcXv'tcx*， cp6v'to*，χ.cX. 
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(c)鼻音+完全無声閉鎖音

xoμπλLμEvτ0*，χαμπa.VLCl* ，αvτlXCl*， x6vte:♂， x.a.. 

5 まとめ

今回の調査結果から言えることとして、語中における「鼻音字+閉鎖音字」とい

うつづり字が示すギリシア語の正書法上の構造に対し、本来的なギリシア語の語

葉や定着した借用語ではそれがそのまま音声に反映される一方、実際話される音

声には通常の発話速度であるのに鼻音の音声的価値が失われつつある現状が示さ

れたと考える。このような前鼻音への変化の傾向は、ある種の発音の経済性によ

る余剰要素の脱落と推測できる。ところがギリシア語における有声閉鎖音は、そ

れが音として存在するために鼻音を必要とするがゆえに、比較的新しい段階で現

れた語頭ではありえない鼻音+有声閉鎖音の連続に対して前鼻音化の形で鼻音を

出現させたり、語中では時によって完全に鼻音が消失することもあるが、脱洛す

る方向に向かう途中段階として、前鼻音化という特殊な音声を持つにいたったと

推測できる。鼻音の影響の大きさは、古典期からある「鼻音+無声閉鎖音Jとい

う構造に対してさえ有声音化を促したことからも示されるであろう。結局ギリシ

ア語における歴史的な音声変化は、「鼻音+無声閉鎖音J> r鼻音+有声閉鎖音J> 

「前鼻音化有声閉鎖音Jとたどっていることがいえると考える。しかし、すべての

場合において話者それぞれに一定の発音の傾向があり、鼻音の出現に関する特徴

が共通して現れるが、さらに多くの音声資料を調査しなければ個人的特徴かそれ

以外に要因があるのか結論づけるのは難しいと思われる。しかしながら発音の経

済性の観点から見て、脱落させてもよい鼻音を残す可能性が高いという事実は、鼻

音の存在の重要性を示しているとともに有声閉鎖音が鼻音と共に現れる構図があ

るととが明確となる結果といえる。

前鼻音化という現象は、ヨーロッパの言語には非常に珍しい特徴の1つである。

その点に注目し、実際のギリシア語ではこれがどのように機能しているかを今回確

かめられたと考えるが、この現象は個人的な性格が強く、今回の調査段階ではギリ

シア語の体系として位置づけるべき要素ではないと予測できる。 fe:ωpylou(2∞0) 
は鼻音を発音する語集ならば発音すべきであると述べているが、しかしながら前

鼻音という音が実現される以上、・そこに注目してしかるべき点は次のようである。

すなわち、外来語における有声閉鎖音がどのように実現されうるか、という点に

おいて、前鼻音の出現頻度がギリシア語本来の語棄などと比べ低いことから、何
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らかの区別が存在する可能性が見出せる。

この考察を土台にさらに多くの音声調査を行うことで、より精密な有声閉鎖音

の特質が明らかになる可能性が残されている。

注

1 Yはそれ自体重ねて表記されると[鴨]と読まれる。これは古典期からそのよ

うに発音されていたと考えられる。というのは、このつづり字を持つ語実に相当

するラテン語の語集との対照によって、実際の発音が想定できるからである。

2 古典期にも・μfr/-ドπ・，-yy-/-yχ・，-'，13・/-'，1τ-のつづりを持つ語は存在する(ex.
aUf1sou川， π旬πω，aYYE:Aoc， ~xω併記ω， ~v3oçoç ， tvtαu6α)。しかしボル， -yt・の

組み合わせは鼻音+無声閉鎖音であったと推測される。

3 本論では、破擦音'tc[ts]，τと[dz-<}z]は扱わない。

4 完全有声閉鎖音を持つ言語の例として、フランス語などロマンス語系の現代

語を想定している。すなわち、調音を開放する前から十分に声帯振動が起こって

おり、かつ有気性を伴わないようなものを指す。

5 閉鎖音の調音開放の前に微少な時間鼻音が符入されることを言う。

6 完全な半有声音ではなく、発音の最初が軽く無声化する。

7 表内注

* : 1文字で2子音連続を示す文字があるために、この項を設けた。
柿:-f1φ，-yc-は一般的に[-mbz-]，[・IJgz-] と発音される傾向にある一方、 [-m~s-] ，

[-lJgs-]となる場合もある。後者の[~]， [g]は半有声だが、後続の[s]の影響から [b]，

[g]の後半部が無声となる珍しい音である。発話速度が上がると閉鎖音[b]，包]その

ものが脱落する場合もある。

8 たとえば語頭にド，1t-， V't・をもっ動詞に加音E:-が加わった場合など。

9 松本(1988)は、語中の閉鎖音の有声無声は鼻音に後続するか否かで相補分布

をなし、どのような要素でも・'，1+χ-，1t-， 't-， c-，十の条件下で語頭が有声閉鎖音
になるという主張をしている。しかし実際は、冠調類のようなアクセントをもて

ない語以外の-'，1で終わる語葉に先行されても、後続音は本来の音を保つ場合が多

く、 rE:Wpytou(2∞0)も条件によって異なると指摘している。
10 ギリシア語で許される語頭子音の組み合わせは規定されており、鼻音と閉

鎖音の組み合わせは認められない。

11 語源についてはllo仰1tCXpa:x恥(1993)を参考にした。

12 曲用・活用など語形変化している場合でもそのまま挙げる。
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Les occlusives sonores en grec moderne 

Hiroyuki SUZUKI 
Cet article traite le problème de la prononciation lb, g, dl, qui, avec l'orthographe 

moderne, sont écrites p.~Al1t, yy fyx, vô/yt. Sous l'aspect orthophonique, on doit les 

prononcer comme des nasales + occlusives sonores, mais en réalité, dans la conversation 

courante, on admet l'omission de la nasale ou l'addition de la nasale légère devant 

l'occlusive. Ce dernier cas est appelé "prénasalisation," et c'est un phénomène très rare 

dans les langues européennes. Cette fois, j'ai recherché la prononciation actuelle, en 

l'analysant, au moyen d'enregistrements de matériels pédagogiques pour les débutants 

et les apprenants moyens. Et j'ai obtenu les résultats suivants, pour le cas de la tête de 

mot et celui du milieu de mot: 

en tête de mot Une seule différence se présente sur la position accentuée: 

1. première syllabe : Dans beaucoup de cas, l'occlusive sonore apparaît. Il y 

a aussi quelques occlusives demi-sonores. 

2. seconde syllabe: Il y a trois cas : l'occlusive totalement sonore, prénasa­

lisée, et demi-sonore. 

3. autres cas : Dans presque tous les cas, l'occlusive sonore apparaît. 

en milieu de mot Deux différences se présentent: 

1. étymologie du mot: Il existe trois catégories: le mot authentiquement grec, 

l'emprunt, et le nouveau mot étranger. Apart dans le dernier des trois exem­

ples précédents, les variantes existent. 

2. position accentuée: S'il existe une variante sur la nasale, plus l'accent est 

mis loin de la nasale, plus elle peut être facilement omise. 

Le point le plus important de chaque condition précédente, cependant, est la relation 

avec la rapidité de parole. En élocution lente, la prononciation peut maintenir la "nasale 

+ occlusive," et plus on parle vite, plus la nasale a tendance à s'affaiblir ou à être omise. 

Ces résultats originaux peuvent permettre d'approfondir ce domaine de la phonétique 

du grec moderne. 
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